
希学園 小６ 第４回 合否判定テスト 算数 模範解答 2024年11月23日実施 制限時間60分

１ (毎時) (㎞) (㎝) １(％) (年)１─ 94 12 11─ 2030６ ３
6 (通り) (度) (㎠) (㎠)─ 40 80 16 1007

㎝ ㎝ 毎分 ｍ ｍ25 26 30 1080

㎠８:３ 84.78

(解き方)

解説参照

個39 105300

(解き方)

解説参照

１:３ 13:108

(配点) 各５点×20



希学園 小６ 第４回 合否判定テスト 算数 解説 2024年11月23日実施

(116＋４)÷８＝15(ｍ/秒)…速さの差

15×3.6＋40＝94(㎞/時)

３人の平均の身長を①㎝とすると，Ａ，Ｂ２人の身長の平均

が(①＋４)㎝なので，Ｃの身長は，

①×３－(①＋４)×２＝①－８(㎝)

よって，Ｃの身長はＡとＢ２人の平均より４＋８＝12(㎝)

低い。

右の図のてんびんより，

２
６＋(18－６)× ＝14(％)

１＋２

もう一度くり返すと，

２ １
６＋(14－６)× ＝11 (％)

１＋２ ３

365÷７＝52(週)あまり１(日後)より，１年で曜日は１つず

れる。2028年は２月29日があるため２つずれる。

24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年
１ １ １ ２ １ １

土 日 月 火 木 金 土

よって，2030年。

１ ２
＝ より，(分母＋２)：(分母＋５)＝３：４

２ ４
３

分母＋２＝(５－２)× ＝９となり，分母＝７
４－３

分子 ２ ６
＝ より，分子＝６ よって，もとの分数は 。

７＋２ ３ ７

奇数を３つ選ぶとき，５Ｃ３＝10(通り)

奇数を１つと偶数を２つ選ぶとき，５×４Ｃ２＝30(通り)

よって，10＋30＝40(通り)

対称性より， ＝

＝35(度)， ＝90÷２＝45(度)より，

＝ ＝35＋45＝80(度)

正方形の面積は，８×８÷２＝32(㎠)

より，ＡＢ＝□㎝とすると，

□×□＝32

１ １
32÷２＋４×４×π× －32×π× ＝16(㎠)

２ ４

正方形の１辺の長さを２×□(㎝)とすると，三角すいの

１ １
体積は，□×□÷２×(２×□)× ＝□×□×□×

３ ３
２

□×□×□＝41 ×３＝125となり，□＝５(㎝)
３

展開図の正方形の１辺は，５×２＝10(㎝)となる。

よって，10×10＝100(㎠)

Ａ Ｃ 差

はじめ ５：１：４→⑤：①：④

あと ２：１：１→⑧：④：④

よって，⑧－⑤＝③＝15(㎝)

５
15× ＝25(㎝)

３

はじめ，水面より上の長さの和は，

５＋３＋１
15× ＝45(㎝)

３

(123－45)÷３＝26(㎝)
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14％

１ ： ２
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18％６％

200ｇ100ｇ

はじめの10分は上りで，最後の10分は下り。

300÷10＝30(ｍ/分)

60÷30＝２(分)…真ん中の10分で下った時間。

よって，下りに10＋２＝12(分)，上りに30－12＝18(分)

かかり，上りと下りにかかった時間の比は３：２。

上りと下りの速さの比は２：３。

２
上りの速さは，30× ＝60(ｍ/分)

３－２

よって，60×18＝1080(ｍ)

円の中心をＯとする。

右の図で，ＡＯ＝12÷２＝６(㎝)

ＡＥ＝６÷２＝３(㎝)

ＢＥ＝12－３＝９(㎝)

四角形ＡＢＣＤの面積を

12×12×２＝288とすると，

三角形ＡＥＨ＝３×３＝９

三角形ＥＢＦ＝９×９＝81

288－９×２－81×２＝108

よって，288：108＝８：３

ＯＥ＝□(㎝)とすると，３：□＝□：９

□×□＝３×９＝27

27×π＝84.78(㎠)

10＝２×５より，５の倍数を含む連続する２数を選ぶ。

99×100＝9900，100以下の５の倍数は，100÷５＝20(個)

２×19＋１×１＝39(個)

2025＝３４×５２より，連続する２つの整数の一方が81の倍数

で他方が25の倍数，あるいは片方が2025の倍数になる。

そのような最小の整数の組み合わせは，

324 × 325 ＝105300

81の倍数 25の倍数

上から見た影の様子は図のようになる。

丸囲みの数は高さを表す。

ＰＡ：ＡＥ＝２：１

ＰＡ：ＡＦ＝１：１より，

ＰＥ：ＥＦ＝３：１

よって，影の底面積は三角形ＢＣＤ

１
の となり，体積は１：３
３

上から見た影の様子は図のようになる。

Ｍ，ＮはそれぞれＡＣ，ＡＤの中点。

ＭＮ：ＧＨ＝３：４

ＭＮ：ＣＤ＝１：２より，

ＭＮ：ＧＨ：ＣＤ＝３：４：６

(ア＋イ)：(ウ＋エ)＝３：１

イ：ウ＝１：１，これと より，

ア：イ：ウ：エ＝12：３：３：２

３点Ｐ，Ａ，Ｂを通る断面は右下

の図のようになり，正四面体と影

の断面積の比は，

(９×２)：(１×１)＝18：１

正四面体の１辺の長さを とすると，奥行きは図のように

３＋４＋６ ０＋０＋６
なり，１× ：18× ＝13：108

３ ３

配点；各５点×20
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